










（ 続紙 １ ）                             







































































果である。さらに、単層MoS2については偶数次の高調波が van Hove 特異点に由来
するバンド間遷移に共鳴するエネルギーで増強することを明らかにした。この結果
は高次高調波発生のメカニズムにバンド間の非線形分極が寄与していることを強く
示唆するものであり、固体からの高次高調波発生の物理的機構を考える上で重要な
知見である。 
本研究によって明らかになった単原子層固体における高次高調波発生の知見は、
高強度光電場における固体の非摂動論的な光学現象を明らかにする基礎物理研究と
して重要であるとともに、単原子層固体の次世代の超高速エレクトロニクスの基幹
材料としての利用や、赤外光の新しい検出法への応用を考える上でも大きな意義を
持つものである。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと
認める。また、平成29年5月30日、論文内容とそれに関連した事項について試問を
行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
